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株式会社エネサイバー
電力需給緊急対策向け装置の販売

＜業務提携、販路開拓＞

代表取締役：小林昭二
事 業 内 容：建物設備遠隔監視制御装置の開発・製造
本　　　社：神戸市中央区八幡通3-2-5　I・N東洋ビル
Ｔ　Ｅ　Ｌ：078-891-5020
Ｕ　Ｒ　Ｌ：http://www.enecyber.com/

　電気の節約には2つの側面がある。一つは省エ
ネ対策で、CO2削減などを目指し、全体の負荷
を減らそうとするものだ。もう一つはピーク負荷
対策で、電力負荷の一時的なピークの発生を回避
するのが狙いだ。
　ピーク負荷対策については、イベントの開催日
など、どうしてもできない時がある。そこで経済産
業省は、電気を使う事業所と使わない事業所がグ
ループを組んで対策を打つ共同使用制限スキーム
を後押ししている。ただ、これを実現するには、既
存の設備管理システムを改造したり、メーカー間
の仕様を統一しなければならずコストがかかる。
　そこで当社ではオープンプラットホームを実用
化した。既存のコンピューターをそのまま使い、
不足する機能のみ外付けで補うことができ、どこ
のコンピューターでも制御できる。

　ピーク電力を超えそうになると、特定の設備を
停止したり、温度設定の変更を自動的に実行する
仕組みが簡単に導入できる。煩雑な節電操作をま
とめてワンタッチで操作したり、電力使用量の超
過による節電自動運転の開始なども可能だ。
　装置導入により、一般的に5％から10％の電
力量削減につながる。また、仮に1000kWの
電力契約をしている事業所の場合、ピーク負荷
を15％削減することで、年間契約の基本料が約
320万円安くなる。投資の回収が1年でできる。
　ビルや工場などの建物設備の保守運用を目的に
した装置、ビルや工場、病院など、大量に電力を
消費するほとん
どの建物設備が
対象となる。
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明興産業株式会社
省エネ対策の蛍光灯の販売

＜販路開拓＞

代表取締役社長：下土井克次
事 業 内 容：プラスチック成型品および素材の加工、制御装置の加工
本　　　社：神戸市長田区苅藻通1-3-7
Ｔ　Ｅ　Ｌ：078-651-5271
Ｕ　Ｒ　Ｌ：http://www.meikos.co.jp/

　次世代の蛍光灯というとLEDにばかり注目が
集まっているが、もう一つの選択肢としてCCFL
管がある。CCFLは、日本語で冷陰極管といい、
見た目はボールペンのような細くて軽い蛍光管
だ。液晶テレビやパソコンの液晶ディスプレイな
どに使われている。当社ではこれを「solana（ソ
ラナ）」という商標で販売している。
　蛍光灯の寿命が1万3,000時間に対し、CCFL
はLEDと同じ約4万時間だ。消費電力は、一般的
な蛍光灯と比べ約20％から40％削減できる。オ
フィスで蛍光灯100本を1日12時間、300日使
用した場合、電気料金は10万円強も抑えられる
ことになる。
　LEDとの違いとしてまず光源の違いが挙げら
れる。LEDの光源は点だが、CCFLは線光源だ。
LEDは一方的な強い配光特性を持つため、照射

角度を広げるにはLEDを増やす必要がある。こ
れに対しCCFLは360度配光のため、ムラのな
い均一な光を得ることができる。また、LEDは
一般的に擬似白色と呼ばれるものが主流で、色の
再現性がよくない。CCFLは、太陽光に近く、例
えば服でも外に出た時の色と同じ色を再現でき
る。また、LEDは発熱によって寿命を劣化させ
てしまうため、4万時間といわれる寿命をそのま
ま実現できるわけではない。CCFLは低発熱であ
り、これまで液晶テレビなどに使われてきた経験
値として4万時間使えることが実証されている。
　すなわち、ソラナは4万時間の長寿命で、室内
照明に最適といえ
る。 一 方LEDは
電飾やスポット照
明向きといえる。
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